
№145
埼玉県川島町議会
令和６年５月１日

かわじま

３月定例会

特別委員会中間報告 15

議会だより

委員会のうごき

8

３月定例会

０ ・ １ ・ ２歳児用に増築された園舎 （とねがわ幼稚園）

所管事務調査視察報告 ・比企広域市
町村圏組合議会

各議員の賛否３月定例会 町の考えを問う 9 14～一般質問

6 7～2 5～

16



2かわじま議会だより／№ 145 ／令和 6 年５月１日

３月定例会



3 かわじま議会だより／№ 145 ／令和 6 年５月１日

３月定例会



4かわじま議会だより／№ 145 ／令和 6 年５月１日

３月定例会



5 かわじま議会だより／№ 145 ／令和 6 年５月１日

３月定例会



6かわじま議会だより／№ 145 ／令和 6 年５月１日

委員会のうごき

総務経済建設常任委員会

返礼品を送るだけでなく、農業
等の体験型ふるさと納税返礼品
の仕組みを整えて、移住につな
げたいが、町の考えは。
体験型ふるさと納税返礼品を通
じて、町を知っていただくこと
は重要です。和

わ

舟
せ ん

体験やランタ
ン祭等を活用し、クラウドファ
ンディング化等も含めて検討し
てまいります。

ふるさと納税

将来的に自治会の再編をした場
合の集会施設は。再編モデル地
区をどのように進めるのか。
集会所の解体費は、補助金の対
象です。統合・再編は、出丸地
区内の自治会をモデルケースと
して、説明会を実施しています。
時間をかけて協議を進めたいと
考えています。

自治会の今後

防犯の推進予算は、どのような
ことに使われるのか。
防犯パトロール用の消耗品とし
て、のぼり旗やポールを購入し
て区長に配付しています。こど
も１１０番の家は、看板を製作
してから１０年以上経過してい
るため、看板を新たに製作しま
す。

防犯の対策

リース料金が１年間で、５４万
円、２～３年ほどで軽自動車で
あれば購入できる額だが。
見積書を徴取しています。軽自動
車ですと、月２万円程度になり、
数年で購入できてしまう金額にな
りますが、自治体が電気自動車を
導入した場合の補助はありません
ので高額となります。

電気自動車

整 備 事 業 予 算 に、 物 件 調 査 費、
土地購入費、物件補償費が計上
されているが、全体の事業費な
のか。
令和６年度に計上した予算は、
全体の事業費ではありません。
用地取得に係る買収面積や単価
についてはまだ県から提示され
ていないので、どの程度購入で
きるかは不明です。

主要地方道日高川島線

水道料金の改定は、いつ頃予定
しているのか。
スケジューリングは経営戦略の
見直しの中で検討しており、令
和７年度中の案で審議していた
だいています。具体的には、令
和７年１０月頃を実施の目安と
しています。

水道料金

　町では、町内に指定避難所を１１か所設けてい
ます。法律に基づいた避難行動要支援者名簿は、
約８００人が登録されています。地震は、家での
備えと地域の備えが必要と言われています。大切
なのは、防災と福祉の連携であり、何より地域住
民の皆様のご協力が不可欠です。

委員長のコメント

ポータブルトイレの補充を要望

町の防災倉庫（平沼）を視察
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委員会のうごき

文教厚生常任委員会

どのように自転車安全講習を予
定しているのか。また、補助額は。
警察官を招いての講習会は、年
４回、町役場で実施し、そのう
ちの１回受講すれば構いません。
また、補助額は、上限３，０００
円です。

自転車用ヘルメット購入
補助金について

不登校の子どももオンライン環
境などに興味があると思うので、
家庭で学習できる体制を整備し
てはどうか。
教育メタバース事業として、仮
想空間（メタバース）を活用し、
学校以外の居場所づくりをして
いきたいと考えています。

教育メタバース事業について

ＡＥＤをいざという時に使える
ように、屋外に設置する考えは
あるのか。
ＡＥＤの屋外設置は、盗難及び
いたずらの危険性があることか
ら、コンビニエンスストアと連
携し設置できるように検討して
まいります。

ＡＥＤの屋外設置について

部活動の地域連携について、地
域でどのような受皿を用意でき
るのか。
教員の働き方改革を踏まえ、部
活動を地域と連携できるよう「部
活動地域連携に向けた検討会」
で協議してまいります。

部活動の地域連携について

スマホを利用し、アプリを使っ
てポイントが付与されると思う
が、高齢者は取扱いが難しいの
ではないか。
アプリ登録会やウォーキング講
習会を開催し、高齢の方を含め、
広く知ってもらうように広報な
どで案内していきます。

コバトンあるこうマイレージについて

駐車場舗装工事の面積とその内
容は。
舗装面積は約３５０㎡で、電気
自動車の充電器の設置に合わせ
て、舗装と障がい者用駐車スペー
スの色付けを行います。

子育て支援総合センター
駐車場工事内容について

　とねがわ幼稚園が、令和６年４月から「認定こ
ども園　とねがわ幼稚園」に生まれ変わりました。
新たな保育棟は、町等からの補助金も活用して整
備され、０歳児から２歳児までの受入れが可能と
なります。
　文教厚生常任委員会で、最新の調理室や保育室、
かわいいトイレなどを視察してきました。

委員長のコメント

令和６年４月から始まる認定こども園

新たに０～２歳児用として増築された園舎



8かわじま議会だより／№ 145 ／令和 6 年５月１日

各議員の賛否

※「〇」は賛成、「×」は反対を表しています。また、「－」は議長のため表決していません。

各 議 員 の 賛 否

結　
　

果

道
祖
土 　

証

小
高 　

春
雄

菊
地　

敏
昭

森
田　

敏
男

爲
水　

順
二

小
峯　

松
治

柴
田　

一
典

矢
内　

秀
憲

渋
谷　

幸
司

加
藤　

  　

進

粕
谷　

克
己

坂
本　

順
子

山
﨑　

宣
佳

井
上　

智
恵

専決処分の承認（令和５年度川島町一般会計補正予
算（第７号））

可 決
可 決
可 決
可 決

上 程 さ れ た 議 案

承 認 ―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

川島町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関
する条例の一部改正

可 決

可 決
可 決
可 決
可 決

―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
―〇〇〇〇〇〇〇×〇〇〇〇〇
―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

―〇〇〇〇〇〇〇×〇×〇〇〇
―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

―〇〇〇〇〇〇〇×〇×〇〇〇

―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

専決処分の承認     

令和５年度　補正予算

議 員 氏 名

条例の制定・一部改正    

川島町職員の育児休業等に関する条例の一部改正
川島町災害派遣手当等の支給に関する条例の一部改正
川島町国民健康保険税条例の一部改正
川島町事務手数料徴収条例の一部改正

川島町介護保険条例の一部改正
川島町空家等対策協議会設置条例の一部改正
川島町上水道事業給水条例の一部改正

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整備に関する条例の制定

川島町重度心身障害者医療費支給に関する条例の一
部改正

川島町太陽光発電設備の設置及び管理等に関する条
例の一部改正

川島町一般会計補正予算（第８号）
川島町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
川島町介護保険特別会計補正予算（第２号）

川島町一般会計予算
川島町国民健康保険特別会計予算
川島町介護保険特別会計予算
川島町後期高齢者医療特別会計予算
川島町水道事業会計予算
川島町下水道事業会計予算

町道路線の廃止     

町道路線の廃止について（町道４４７２号線）

人事      

農業委員会の委員の任命について

議員提出議案     

川島町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の
制定

国立女性教育会館の存続を求める意見書

●農業委員会の委員の任命について
農業委員会の委員の任命について（候補者 10 人の個々の議案）を審議した結果、利根川洋治氏、木村　悟氏、染谷和廣氏、遠山いづみ氏、
山﨑　清氏、稲毛茂作氏、宇津木忠明氏、横田正雄氏、横川公久氏、小高春雄氏を委員にすることに同意しました。

可 決

可 決

―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

可 決 ―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

可 決 ―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

可 決
可 決
可 決

同 意 ―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

可 決 ―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

可 決 ―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決

―〇〇〇〇〇〇〇×〇×〇〇〇
―〇〇〇〇〇〇〇×〇×〇〇〇
―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
―〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

令和６年度　当初予算    

（
※
議
員
名
は
、
議
席
順
と
な
っ
て
い
ま
す
）
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町の考えを問う
町政一般質問要旨 ３月１１日、１２日に一般質問を行いました。

※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。

※質問項目の区分により太字にしています。

いっぱん質問

問　

日
本
は
、
地
震
大
国
と
言
わ
れ
て
お

り
、
こ
の
30
年
間
で
も
、
今
年
１
月
１
日

の
能
登
半
島
地
震
を
含
め
６
回
の
大
規
模

地
震
が
発
生
し
、
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ

れ
て
い
ま
す
。
我
が
町
も
対
岸
の
火
事
と

見
過
ご
す
こ
と
な
く
、
災
害
に
対
す
る
確

認
・
見
直
し
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
こ
れ

ら
大
規
模
災
害
か
ら
の
教
訓
を
ど
の
よ
う

に
活
か
す
の
か
。

答　

町
と
し
て
の
使
命
は
、
今
後
予
測
さ

れ
る
災
害
に
対
し
て
備
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
様
々
な
自
然
災
害
の
教
訓
か
ら

学
ん
で
い
く
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。
今
回
の
地
震
災
害
に
つ
い
て
も
、

情
報
収
集
に
努
め
、
町
の
防
災
対
策
に

し
っ
か
り
と
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

災
害
時
、
避
難
所
の
物
資
等
の
備
蓄

状
況
は
。

答　

町
で
は
、
地
域
防
災
計
画
の
中
で
備

蓄
計
画
を
定
め
て
お
り
、
計
画
的
に
食
料

や
物
資
等
の
備
蓄
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
災
害
時
物
資
の
支
援
協
定
も
民
間
事

業
者
と
締
結
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様

に
も
、
必
要
な
物
資
に
つ
い
て
は
日
頃
か

ら
備
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

イ
ン
フ
ラ
損
害
時
、
上
下
水
道
施
設

の
対
応
は
。

答　

水
道
に
関
し
て
は
、
吹
塚
・
平
沼
の

配
水
池
で
７
，
０
０
０
㎥
の
水
を
確
保
で

き
ま
す
。
こ
れ
は
、
毎
日
使
用
す
る
水
道

量
の
１
日
分
に
当
た
り
ま
す
。
ま
た
、
下

水
道
に
関
し
て
は
、
下
水
道
区
域
の
指
定

避
難
所
施
設
の
ト
イ
レ
が
使
用
不
可
能
や

不
足
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
周
辺
に
仮
設

の
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
20
か
所
を

設
置
し
ま
す
。

問　

生
活
道
路
の
再
改
良
に
つ
い
て
町
の

認
識
は
。

答　

昭
和
40
年
代
か
ら
50
年
代
に
か
け
て

改
良
さ
れ
た
道
路
は
、
道
路
幅
員
が
狭
い

箇
所
が
多
く
、
再
改
良
の
必
要
性
は
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
前
向
き
に
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

日頃から防災に対する意識を
小 峯　 松 治

み ね ま つ じこ

大
規
模
災
害
の
教
訓
を
ど
の
よ
う

に
活
か
す
の
か
。

情
報
収
集
に
努
め
、
町
の
防
災
対

策
に
し
っ
か
り
活
か
し
ま
す
。

１　

災
害
対
策
（
地
震
）
に
つ
い
て

２　

生
活
道
路
の
再
改
良
に
つ
い
て

１　

乳
幼
児
健
診
の
拡
充
に
つ
い
て

２　

低
出
生
体
重
児
（
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
）
に
つ
い
て

３　

子
宮
頸
が
ん
撲
滅
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

１　

外
国
籍
の
町
民
に
対
す
る
防
災
啓
発
、
災
害
時
の
対
応　

　
　

に
つ
い
て

１　

力
強
い
町
づ
く
り
に
つ
い
て

１　

町
の
イ
ン
ボ
イ
ス
と
公
有
地
に
つ
い
て

２　

町
の
公
用
車
と
Ｅ
Ｖ
充
電
器
に
つ
い
て

３　

小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

１　

地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ
い
て

２　

公
民
館
の
廃
止
と
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）に
つ
い
て

１　

川
島
町
に
お
け
る
性
教
育
の
現
状
と
包
括
的
性
教
育
の　
　

　
　

必
要
性
に
つ
い
て

２　
「
埼
玉
県
公
立
高
校
入
学
者
選
抜
方
法
の
改
善
」
に
伴

　
　

う
対
応
に
つ
い
て

１　

地
震
か
ら
生
命
を
守
る
減
災
対
策
に
つ
い
て

２　

廃
校
小
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て

１　

町
の
人
口
減
少
に
つ
い
て

２　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

１　

地
震
災
害
時
に
よ
る
指
定
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て

２　

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
安
全
確
保
に
つ
い
て

小
峯　

松
治　

議
員

坂
本　

順
子　

議
員

井
上　

智
恵　

議
員

小
高　

春
雄　

議
員

菊
地　

敏
昭　

議
員

渋
谷　

幸
司　

議
員

山
﨑　

宣
佳　

議
員

粕
谷　

克
己　

議
員

加
藤　
　

進　

議
員

矢
内　

秀
憲　

議
員
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坂 本　 順 子
も と じゅん こさ か も と じゅん こ

いっぱん質問

井 上　 智 恵
い の う え ち え

答　

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象
者
と

は
。

答　

平
成
９
年
４
月
２
日
生
ま
れ
か
ら
平

成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性
の
方

で
、
過
去
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

合
計
３
回
受
け
て
い
な
い
方
で
す
。

問　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率

は
、依
然
低
い
状
況
で
す
。
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
の
方
全
員
に
対
し
、
最
終
期
限
で

あ
る
事
の
周
知
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

令
和
７
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
終
了

と
な
り
、
そ
れ
ま
で
に
３
回
の
接
種
を
終

了
す
る
た
め
に
は
、
遅
く
と
も
令
和
６
年

９
月
ま
で
に
初
回
接
種
を
行
わ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

安
全
性
や
個
別
接
種
と
な
る
場
合
に
は
、

負
担
す
る
費
用
も
記
載
し
、
９
月
ま
で
に

接
種
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
勧
奨

通
知
を
発
送
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
等
で
周
知
し
、

受
診
率
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

産
後
の
初
期
段
階
に
お
け
る
、
町
と

し
て
の
母
子
の
支
援
は
。

答　

産
院
で
行
う
産
婦
健
診
の
助
成
を
１

回
か
ら
２
回
に
拡
充
し
ま
す
。

問　

１
か
月
児
健
診
で
赤
ち
ゃ
ん
の
健
診

費
用
の
助
成
に
向
け
て
の
検
討
は
。

答　

１
か
月
児
健
診
の
助
成
に
つ
い
て

も
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
が
図
れ
る
よ
う
前
向
き
に
検
討
を
し
ま

す
。

問　

リ
ト
ル
ベ
ビ
ー(

低
出
生
体
重
児)

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
は
。

答　

あ
く
ま
で
も
母
子
健
康
手
帳
が
メ
イ

ン
で
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
補

助
的
な
役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
小
さ

く
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
修
正
月
齢
用
の

発
育
曲
線
等
が
あ
る
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
を
使
用
し
て
、
発
育
の
伸
び
を

確
認
で
き
、
お
母
さ
ん
の
メ
ン
タ
ル
の

安
定
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
の
方
へ
の
周
知
は
。

個
別
通
知
の
他
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
メ
ー
ル
等
で
周
知
し
ま
す
。

答　

令
和
６
年
１
月
１
日
時
点
で
、
川
島

町
内
の
外
国
籍
の
町
民
は
４
１
５
人
で
、

総
人
口
１
８
、８
７
４
人
の
約
２
・
２
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
外
国
人
の
割
合
は
、
全

国
平
均
値
に
比
べ
て
０
・
２
％
多
い
数
字

で
す
。
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
言
葉
が

伝
わ
り
に
く
く
情
報
を
集
め
る
の
が
難
し

い
た
め
、
災
害
弱
者
に
な
る
可
能
性
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
防
災
啓
発
及
び
訓
練
が
必

要
で
は
。

答　

町
で
は
、
外
国
籍
の
町
民
へ
の
防
災

情
報
を
適
切
に
伝
達
す
る
た
め
、
か
わ
べ

え
メ
ー
ル
を
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、

ベ
ト
ナ
ム
語
で
発
信
で
き
る
よ
う
に
整
備

を
行
っ
た
ほ
か
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
も
、

英
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
や
さ
し
い
日
本
語

の
概
要
版
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
防
災
訓
練

に
つ
い
て
は
、
外
国
籍
の
町
民
も
参
加
し

や
す
い
環
境
整
備
を
含
め
、
今
後
、
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

避
難
所
で
他
の
町
民
と
円
滑
に
避
難

生
活
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
外
国
籍

の
若
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
川
島
町
で
は
、
避
難
行
動
や
避

難
生
活
の
中
、
高
齢
者
が
困
る
時
に
助
け

合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
日
本
語
が
わ

か
る
外
国
人
防
災
リ
ー
ダ
ー
や
通
訳
翻
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
充
実
を
図
る
考
え
は
。

答　

外
国
人
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
川
島
町
国
際
友
好
プ
ラ
ザ
」

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど
に
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
元
企
業
で
は
技
能
実
習

生
が
多
い
た
め
、
災
害
時
の
行
動
や
防
災

リ
ー
ダ
ー
等
に
つ
い
て
、
企
業
と
連
携
し

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

外
国
籍
の
町
民
に
対
す
る
防
災

啓
発
は
。

町
の
防
災
講
座
や
防
災
訓
練
に

参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

外国語版のハザードマップ
（ベトナム語版のほか英語とやさしい日

本語版もあります）
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いっぱん質問

問　

Ｊ
Ｒ
川
越
線
西
川
越
駅
付
近
の
東
武

東
上
線
に
新
駅
を
建
設
す
る
こ
と
に
よ

り
、
川
越
市
北
部
発
展
は
も
と
よ
り
、
我

が
町
が
進
め
て
い
る
、
イ
ン
タ
ー
南
側
開

発
の
促
進
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

新
駅
が
建
設
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

雇
用
促
進
、
人
口
増
、
新
た
な
交
通
シ
ス

テ
ム
の
導
入
、
財
政
強
化
等
、
将
来
の
活

気
あ
る
町
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
新

駅
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
川
越
市
、
東
武

鉄
道
、
国
、
県
、
認
可
等
課
題
は
山
積
で

す
が
、
何
事
も
一
歩
か
ら
と
考
え
、
将
来

の
新
た
な
川
越
北
部
と
当
町
の
町
づ
く
り

へ
の
利
点
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
町
長

の
考
え
は
。

答　

新
駅
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
町
が

進
め
て
い
る
イ
ン
タ
ー
南
側
開
発
を
促
進

し
、
交
通
の
利
便
性
か
ら
立
地
条
件
が
良

く
な
り
、
早
期
開
発
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、

立
地
場
所
は
、
川
越
市
で
あ
り
ま
す
。
農

地
法
ほ
か
難
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
川
越

市
、
各
関
係
者
の
動
向
を
見
て
将
来
の
町

づ
く
り
を
視
野
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問　

こ
の
新
駅
建
設
は
、
15
年
程
前
、
周

辺
約
10
万
坪
の
開
発
に
向
け
計
画
し
、
川

越
市
に
提
案
し
た
も
の
で
す
が
、
次
期
尚

早
と
の
こ
と
で
、
こ
の
案
件
が
止
ま
っ
て

お
り
ま
す
が
、
時
代
の
変
化
に
よ
り
、
こ

の
新
駅
の
建
設
に
よ
り
、
当
町
に
お
い
て

も
、
交
通
利
便
性
の
問
題
が
格
段
に
解
決

で
き
ま
す
。
私
も
住
民
の
福
祉
向
上
の
た

め
働
い
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
長
の
考

え
は
。

答　

大
き
な
課
題
の
解
決
に
は
、
広
域
行

政
が
不
可
欠
で
す
。
何
事
も
町
民
、
町
発

展
の
た
め
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。新駅建設が望まれる

答　

町
の
公
用
車
と
Ｅ
Ｖ
充
電
器
に
つ
い

て
、
公
用
車
の
総
走
行
距
離
は
。

答　

50
台
す
べ
て
で
約
１
８
８
万
㎞
、

導
入
・
入
替
の
目
安
は
約
10
年
ほ
ど
で

す
。
リ
ー
ス
車
は
33
台
で
年
平
均
４
，

３
０
０
㎞
、
購
入
車
は
17
台
で
年
平
均
４
，

４
０
０
㎞
で
す
。

　

安
全
運
転
管
理
者
は
政
策
推
進
課
長

で
、
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
は
各
課
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　

Ｅ
Ｖ
充
電
器
の
設
置
費
用
の
町
負
担

は
無
し
で
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
て
の
事
業
で
す
。
利
用
料
金
は
１
時
間

４
５
０
円
で
、
登
録
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
支
払
い
で
す
。
町
民
会
館
北
側

の
充
電
器
は
無
料
で
、
令
和
５
年
の
利
用

は
１
５
６
件
で
し
た
。

　

町
で
は
、
令
和
６
年
度
に
Ｅ
Ｖ
車
を
１

台
リ
ー
ス
契
約
す
る
予
定
で
す
。

　

町
有
車
の
貸
出
し
に
関
す
る
要
綱
で
は
、

自
治
会
等
の
団
体
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
と
青
色

パ
ト
ロ
ー
ル
車
な
ど
を
貸
し
出
し
て
お
り
、

そ
の
ほ
か
は
暫
定
的
に
高
校
生
の
通
学
利

用
で
対
応
し
て
い
る
車
が
あ
り
ま
す
。

問　

小
中
一
貫
校
の
内
容
は
。

答　

令
和
７
年
度
か
ら
川
島
中
学
校
と
つ

ば
さ
小
学
校
の
併
設
型
で
ス
タ
ー
ト
し
、

学
校
運
営
が
し
や
す
い
よ
う
校
長
１
人
、

教
頭
は
そ
れ
ぞ
れ
に
配
置
し
ま
す
。
小
学

校
の
新
設
総
額
費
用
は
約
８
億
円
で
、
補

助
金
は
約
１
億
９
，
０
０
０
万
円
で
す
。

低
学
年
校
舎
は
平
屋
で
教
室
は
64
㎡
と

し
、
廊
下
と
の
境
は
可
動
式
で
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
す
。
新
校
舎
の
耐

用
年
数
は
約
40
年
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問　

旧
出
丸
、
旧
小
見
野
公
民
館
の
解
体

費
用
総
額
は
。

答　

両
方
合
わ
せ
て
約
４
，
３
６
５
万
円

で
す
。
公
民
館
は
令
和
６
年
度
で
役
目
を

終
え
、
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を

開
設
す
る
予
定
で
す
。

つばさ小学校低学年棟イメージ
（鳥瞰図）

新
小
学
校
低
学
年
校
舎
の
総
額

費
用
は
。

約
８
億
円
で
、
補
助
金
は
約

１
億
９
千
万
円
で
す
。

小 高　 春 雄
お だ か は る お

力
強
い
町
づ
く
り
に
つ
い
て
。

東
武
東
上
線　

川
越
市
駅
～
霞
ヶ

関
駅
間
に
新
駅
の
建
設
は
。

各
関
係
者
の
動
向
を
見
て
、
将
来
の
町

づ
く
り
を
視
野
に
考
え
て
い
き
た
い
。

川
越
北
環
状
線
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いっぱん質問

・
・
令
和
６
年
度
末
で
公
民
館
を
廃
止
し

て
、
東
西
２
か
所
に
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）を
設
置
す
る
理
由
は
何
か
。
ま
た
、

今
後
フ
ラ
ッ
ト
ピ
ア
で
活
動
が
集
中
す
る

と
狭
い
と
の
意
見
が
あ
る
が
増
設
す
る
考

え
は
。

答　

少
子
高
齢
化
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
等
の
影
響
を
受
け
て
、
地
域
社

会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
担
っ
て
き

た
公
民
館
活
動
の
運
営
基
盤
が
大
き
く
揺

ら
い
で
い
ま
す
。
今
後
は
、
地
域
活
動
の

拠
点
に
な
る
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
各
地
区
で
説
明

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
幅
広
く
ご
意
見

を
う
か
が
い
な
が
ら
地
域
づ
く
り
の
活
性

化
が
図
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

問　

高
齢
化
が
進
む
川
島
町
で
は
、
災
害

弱
者
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
ど
の
よ
う

に
育
成
す
る
の
か
。

　

ま
た
、
地
区
の
防
災
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
で
考
え
て
い
く
「
地
区
防
災
計
画
」
の

の
策
定
状
況
と
、
大
規
模
地
震
災
害
か
ら

住
民
の
命
を
守
る
具
体
的
な
取
組
は
何

か
。

答　

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
講
習
会
等
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
、
防
災
士
取

得
の
周
知
を
し
て
い
き
ま
す
。
災
害
時
の

備
え
は
大
変
重
要
で
す
の
で
、「
地
区
防

災
計
画
」
的
な
も
の
が
策
定
済
み
の
中
山

地
区
以
外
の
地
区
で
も
、
策
定
で
き
る
よ

う
に
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
家
屋
が

地
震
時
に
倒
壊
し
な
い
か
、
耐
震
診
断
の

周
知
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
家
具

の
転
倒
防
止
は
大
変
重
要
で
す
の
で
、
家

具
固
定
金
具
の
購
入
費
用
の
補
助
を
し
て

い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
フ
ラ
ッ
ト
ピ
ア

川
島
を
増
設
す
る
考
え
は
。

利
用
状
況
等
を
踏
ま
え
検
討
し
ま

す
。

答　

保
育
園
、
小
中
学
校
で
の
性
教
育
の

実
施
状
況
は
。

答　

学
校
で
は
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ

き
、
学
校
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
指
導

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度
と
本

年
度
に
西
中
学
校
で
、
日
本
版
性
暴
力
対

応
看
護
師
（
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｅ
ー
Ｊ
）
を
招
き
生

徒
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問　

学
習
指
導
要
領
の
歯
止
め
規
定
（
妊

娠
の
経
過
は
取
り
扱
わ
な
い
）
の
捉
え
方

は
。

答　

学
校
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
各
教

科
の
趣
旨
と
生
徒
の
負
担
を
考
慮
し
つ

つ
、
歯
止
め
規
定
を
超
え
た
指
導
を
行
う

こ
と
も
可
能
か
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問　

性
被
害
か
ら
自
分
を
守
る
た
め
の
性

教
育
を
行
う
上
で
の
今
後
の
課
題
は
。

答　

不
安
、
悩
み
、
興
味
関
心
な
ど
の
子

ど
も
た
ち
の
実
態
把
握
や
、
授
業
参
観
の

懇
談
会
等
で
保
護
者
と
と
も
に
性
教
育
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問　

公
立
高
校
が
令
和
９
年
度
か
ら
行
う

新
た
な
入
試
方
法
へ
の
影
響
と
対
策
は
。

答　

全
員
面
接
実
施
に
よ
り
、
自
分
の
言

葉
で
自
己
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
表
現
力
」
の
向

上
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
学
校
の
授
業
等

を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問　

話
す
こ
と
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
苦
手
な
生
徒
、
不
登
校
生
徒
へ
の
対
応

は
。

答　

ク
ラ
ス
内
で
協
力
的
な
雰
囲
気
を

作
っ
た
上
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
、
意
見
し
や
す
い
環
境
や
発
表
す
る

機
会
を
数
多
く
設
け
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
向
上
す
る
よ
う
な
授

業
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

渋 谷　 幸 司
や こ う じし ぶ

山 﨑　 宣 佳
ざ き の ぶ よ しや ま

生
い の ち

命の安全教育（文部科学省）

性
被
害
か
ら
自
分
を
守
る
た
め
の

性
教
育
は
。

充
実
さ
せ
、
て
い
ね
い
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。

地域活動センター（仮称）の１つとして
検討されている

「ふれあいセンターフラットピア川島」
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いっぱん質問

粕 谷　 克 己
や か つ みか す

　
　

個
別
避
難
計
画
を
紙
で
運
用
す
る

と
、
作
成
時
や
更
新
時
の
職
員
へ
の
負
荷

が
大
き
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
共

有
も
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
デ
ジ
タ

ル
機
器
を
活
用
し
た
安
否
確
認
が
で
き
な

い
か
。

答　

紙
で
の
運
用
は
作
成
時
や
更
新
時
に

区
長
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
職
員
の

負
担
が
大
き
い
な
ど
課
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、

効
率
的
、
効
果
的
な
作
成
方
法
を
構
築
す

る
こ
と
で
、
安
否
確
認
も
的
確
に
行
え
る

と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

命
を
守
る
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
活
用

促
進
と
設
置
費
支
援
は
。　

答　

住
宅
が
倒
壊
し
て
も
安
全
な
空
間
を

確
保
し
て
生
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
住
宅
の
１
階
部
分
の
補
強
を
行
い
、

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
と
す
る
補
強
工
事
に
つ

い
て
も
補
助
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。

問　

道
路
の
震
災
対
策
と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
安
全
対
策
も
必
要
と
考
え
る
が
現

状
と
対
応
は
。

答　

平
成
30
年
の
町
の
調
査
で
は
、
２
・

２
ｍ
以
上
ま
た
は
傾
き
等
が
あ
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
は
１
０
４
か
所
あ
り
、
う
ち
25
か
所

は
倒
壊
又
は
部
分
的
に
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
と
い
う
結
果
で
し
た
。
危
険
な
箇
所
は

巡
視
等
に
よ
り
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
所
有
者
に
は
、
危
険
性
を
認
識
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
無
料

耐
震
診
断
な
ど
を
含
め
た
安
全
対
策
を
周

知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

町
と
防
災
協
定
を
結
ぶ
栃
木
県
芳
賀

町
で
は
廃
校
を
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
し

利
活
用
し
た
り
、
跡
地
を
住
宅
団
地
に
造

成
し
て
い
る
。
町
も
先
進
的
な
取
り
組
み

が
で
き
な
い
か
。

答　

法
的
な
制
約
も
あ
り
ま
す
が
、
思
い

切
っ
て
壊
し
て
更
地
に
し
て
し
ま
う
と
い

う
考
え
や
民
間
の
方
に
居
抜
き
で
お
渡
し

を
す
る
と
い
っ
た
大
胆
な
施
策
を
今
、
考

え
て
い
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
で
も
課
題
と
な
っ

た
個
別
避
難
計
画
の
策
定
状
況
は
。

避
難
行
動
要
支
援
者
８
３
８
人
の

う
ち
２
０
９
人
の
方
が
策
定
済
み

で
す
。

加 藤　　　 進
と う すすむか

問　

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人

口
減
少
が
始
ま
っ
て
お
り
、
国
や
県
な
ど

で
も
い
ろ
い
ろ
と
政
策
を
打
ち
出
し
て
い

る
が
、
当
町
で
も
、
令
和
６
年
２
月
現
在

の
人
口
は
１
９
、０
０
０
人
を
割
り
込
ん

で
い
ま
す
。
若
者
が
住
み
た
く
な
る
よ
う

に
、
新
築
で
一
戸
建
て
を
促
進
し
て
い
き
、

町
独
自
の
政
策
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
の
市
町
よ
り

も
分
譲
価
格
を
安
く
し
、
一
戸
建
て
住
宅

を
安
価
に
で
き
な
い
か
。

答　

昨
年
度
の
デ
ー
タ
で
す
と
、
出
生
が

55
人
に
対
し
死
亡
が
２
５
０
人
と
、
人
口

動
態
の
自
然
増
減
で
も
年
間
１
９
５
人
の

減
少
に
な
っ
て
お
り
、
川
島
イ
ン
タ
ー
南

側
開
発
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
新
た
な

雇
用
創
出
の
大
き
な
機
会
と
捉
え
て
い
き

ま
す
。

問　

町
の
土
地
を
利
用
し
て
、
公
民
館
跡

地
な
ど
に
一
戸
建
て
住
宅
や
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
な
ど
を
建
て
、
若
者
に
住
み
や
す
く
で

き
な
い
か
。
ま
た
、
今
の
時
代
、
小
さ
い

子
ど
も
達
が
た
く
さ
ん
遊
び
に
来
ら
れ
る

よ
う
な
魅
力
が
な
い
と
、
中
々
若
い
世
代

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。
平
成
の
森
公
園

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
Ｂ
Ｂ
Ｑ
が
で
き
、

炊
き
出
し
も
で
き
て
防
災
に
も
つ
な
が
る

よ
う
な
公
園
は
ど
う
か
。

答　

公
民
館
跡
地
な
ど
を
利
用
し
て
、
民

間
活
力
を
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
リ
サ
ー
チ

を
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成

の
森
公
園
も
観
光
資
源
を
生
か
し
て
い
く

方
向
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
単

身
の
世
帯
だ
け
で
は
な
く
、
対
象
要
件
を

二
人
で
も
可
能
に
拡
大
で
き
な
い
か
。

答　

対
象
範
囲
の
拡
大
を
前
向
き
に
考
え

て
い
き
ま
す
。

緊急通報システム

公
民
館
跡
地
に
一
戸
建
て
住
宅

は
建
て
ら
れ
る
の
か
。

建
て
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、

リ
サ
ー
チ
を
し
て
い
き
ま
す
。

防災協定を結ぶ芳賀町
東部住宅団地「祖陽が丘」
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いっぱん質問

・
・
児
童
や
家
庭
数
の
減
少
に
よ
り
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
「
朝
の
旗
振
り
当
番
」
の
負
担
増

加
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

社
会
情
勢
を
考
慮
し
、
学
校
保
健
安
全
法

に
基
づ
き
学
校
に
お
い
て
、
保
護
者
や
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
、
交
通
指
導
員
の
方
と
の

話
し
合
い
を
し
て
い
た
だ
き
、
特
に
「
保

護
者
」
の
当
番
制
を
無
理
の
な
い
計
画
に

す
る
こ
と
を
勧
め
た
い
が
。

答　

立
哨
指
導
な
ど
の
活
動
は
、
今
後
の

持
続
の
た
め
に
は
、
無
理
を
し
な
い
、
さ

せ
な
い
と
い
う
考
え
方
が
良
い
と
思
い
ま

す
。
各
学
校
に
お
い
て
、
地
域
の
関
係
者

と
の
話
し
合
い
を
実
施
し
、
互
い
に
助
け

合
い
、
強
制
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
活
動
と

な
る
よ
う
に
、
今
後
、
定
例
の
校
長
会
を

と
お
し
て
、
ご
提
案
の
内
容
の
検
討
を
指

示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
く
通
学
を

含
め
た
「
学
校
安
全
計
画
」
の
策
定
は
ど

の
よ
う
か
。

答　

各
学
校
で
策
定
さ
れ
た
計
画
は
公
表

は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
毎
年
度
初
め
に
教

育
委
員
会
へ
の
提
出
を
義
務
づ
け
て
お
り

ま
す
。

問　

町
委
嘱
で
の
「
交
通
指
導
員
」
を
今

後
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
の
相
談
の
上
、
段
階
的

な
増
員
の
検
討
が
必
要
と
思
う
が
。

答　

時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
小
学
校
の

統
廃
合
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学
す
る
児

童
が
増
え
る
中
、
今
ま
で
ど
お
り
の
体
制

で
は
立
哨
に
つ
い
て
対
応
し
き
れ
な
い
と

考
え
ま
す
。
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の
安

全
確
保
に
つ
い
て
は
、
実
施
体
制
を
抜
本

的
に
見
直
す
良
い
機
会
で
あ
る
と
捉
え
て

お
り
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
議
論
し
て

い
た
だ
き
、
町
と
し
て
も
支
援
で
き
る
部

分
は
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

交通指導員のおかげで元気に登校
（つばさ南小学校区内）

今
後
、
定
例
の
校
長
会
を
と
お

し
て
ご
提
案
の
内
容
を
報
告
い

た
し
ま
す
。

矢 内　 秀 憲
な い ひ で の りや

児
童
の
保
護
者
に
よ
る
立
哨
指
導
の

負
担
感
を
軽
減
支
援
で
き
な
い
か
。

川島町議会
インターネット録画配信のご案内

町議会のＨＰ又は下記の
ＱＲコードから↓

川島町議会のホームページで、本会議の模様を録画配信しています。

パソコンだけでなく、スマートフォンやタブレット端末でもご覧になれます。

町議会の HP 又は下記の
二次元コードから↓
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地域商社「さまちか」の決算報告を受けました

第
１
回
特
別
委
員
会

（
令
和
５
年
12
月
25
日
開
催
）

・
地
域
商
社
「
さ
ま
ち
か
」
の
決
算
等
に

つ
い
て

　
「
一
般
社
団
法
人
さ
ま
ち
か
」
の
事
務
局　
　

長
か
ら
、
決
算
等
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

報
告
内
容

　

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
９

月
30
日
ま
で
に
行
っ
た
主
な
事
業
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

①
特
産
品
Ｐ
Ｒ
事
業
や
川
島
町
Ｐ
Ｒ
イ
ベ　

　

ン
ト

②
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

③
体
験
型
観
光
事
業
「
か
わ
じ
ま
ラ
ー
ニ　

　

ン
グ
」

④
ま
ち
づ
く
り
事
業

⑤
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
活
用
事
業

　

事
業
年
度
に
お
け
る
経
常
収
益
に
つ
い

て
は
、
１
，
３
０
８
万
９
，
２
８
０
円

で
、
経
常
費
用
は
、
１
，
３
９
３
万
１
，

８
２
２
円
と
な
り
、
８
９
万
２
，
５
４
２

円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

・
先
進
地
視
察
に
つ
い
て

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
先
進
的
な
事

業
を
実
施
し
て
い
る
茨
城
県
結
城
市
（
案

２
と
し
て
群
馬
県
吉
岡
町
）
へ
２
月
７
日

に
視
察
に
行
く
計
画
を
立
て
ま
し
た
が
、

視
察
先
の
都
合
に
よ
り
、
中
止
と
し
ま
し

た
。

ま
と
め

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、地
域
商
社
「
さ

ま
ち
か
」
の
経
営
状
況
な
ど
を
注
視
し
、

地
域
商
社
の
設
立
目
的
で
あ
る
「
地
域
資

源
の
発
掘
」「
地
域
産
品
の
高
付
加
価
値

化
」「
地
域
産
品
の
販
路
開
拓
」
と
い
う
３

つ
の
役
割
を
し
っ
か
り
基
軸
に
据
え
、
関

係
す
る
商
工
業
団
体
や
販
売
活
路
を
求
め

る
農
業
生
産
者
と
も
連
携
し
、
地
域
振
興

と
い
う
大
き
な
目
標
の
た
め
事
業
に
臨
ん

で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
視
察
テ
ー
マ
を
含
め
早
め

に
計
画
し
、
先
進
地
視
察
を
行
い
、
今
後

の
調
査
研
究
に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

地
方
創
生
・
行
財
政
特
別
委
員
会
中
間
報
告

委
員
会
活
動
の
経
過
（
令
和
５
年
度
）

穂高クリーンセンターを視察

第
１
回
特
別
委
員
会

（
令
和
５
年
８
月
23
日
開
催
）

・
ご
み
処
理
施
設
整
備
に
伴
う
経
過
に
つ

い
て
、
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

・
視
察
に
つ
い
て

　

視
察
候
補
地
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

視
察
先
の
案
と
し
て
、
10
月
19
日
（
木
）・

20
日
（
金
）
に
長
野
県
の
長
野
広
域
連
合

「
ち
く
ま
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」
及

び
「
な
が
の
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」

と
し
ま
し
た
。
視
察
先
と
調
整
後
、「
ち
く

ま
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」
と
「
穂

高
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
先
と
し

ま
し
た
。

第
２
回
特
別
委
員
会

（
令
和
５
年
10
月
12
日
開
催
）

・
ご
み
処
理
施
設
整
備
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
、
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

視
察
先

　

令
和
５
年
10
月
19
日
・
20
日

　

ち
く
ま
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー　

　
（
長
野
県
千
曲
市
）

　

穂
高
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
（
長
野
県
安
曇
野
市
）

※　

詳
細
は
議
会
だ
よ
り
№
１
４
４
を
ご　

　

覧
く
だ
さ
い
。

第
３
回
特
別
委
員
会

（
令
和
６
年
２
月
９
日
開
催
）

・
ご
み
処
理
施
設
整
備
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
、
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

ま
と
め

　

今
後
の
新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
あ

た
っ
て
は
、
周
辺
住
民
の
ご
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
十
分
に
説
明
を
す
る
こ
と
や
、

地
域
の
要
望
も
伺
い
な
が
ら
丁
寧
な
対
応

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
費
や

運
営
費
の
負
担
割
合
を
決
め
る
に
あ
た

り
、
今
後
、
一
人
一
人
が
よ
り
一
層
ご
み

を
削
減
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
場

所
の
地
盤
に
よ
っ
て
、
建
設
費
が
増
大
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
昨
今
の
物
価

高
騰
等
に
よ
り
建
設
費
の
コ
ス
ト
が
上
昇

し
て
い
る
中
で
、
持
続
可
能
な
町
行
政
を

運
営
で
き
る
よ
う
に
、
財
政
負
担
へ
の
影

響
を
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

　

特
別
委
員
会
と
し
て
も
、
今
後
も
町
と

と
も
に
慎
重
に
調
査
、
研
究
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
み
処
理
施
設
整
備
特
別
委
員
会
中
間
報
告

委
員
会
活
動
の
経
過
（
令
和
５
年
度
）

特別委員会中間報告
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議
会
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に
つ
い
て

　

富
士
川
町
議
会
で
は
、
平
成
26
年
10
月

か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
の
検
討
が

始
ま
り
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
体
験

研
修
や
視
察
な
ど
を
行
い
、
町
執
行
部
と

の
意
見
交
換
及
び
協
議
を
重
ね
、
平
成
28

年
12
月
定
例
会
か
ら
試
行
運
用
を
行
い
、

平
成
29
年
12
月
定
例
会
か
ら
完
全
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
よ
る
議
会
運
営
に
つ
い
て
の
効
果
は
、

資
料
の
印
刷
や
製
本
等
に
係
る
経
費
の
削

減
、
情
報
の
共
有
に
よ
る
事
務
の
効
率
化
、

資
料
の
修
正
等
の
手
間
の
省
力
化
、
議
会

の
政
策
提
言
能
力
の
向
上
や
チ
ェ
ッ
ク
機

能
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

行
政
か
ら
の
資
料
提
供
が
拡
充
さ
れ
事
業

へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
詳
細
な
資
料
提
供

が
可
能
と
な
り
、
政
策
提
言
に
活
か
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

視
察
研
修
で
は
、
導
入
に
中
心
的
な
役

割
を
担
っ
た
富
士
川
町
議
会
の
議
会
運
営

委
員
長
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
の
経

過
、
効
果
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
議

会
運
営
委
員
に
よ
る
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
指

導
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
実
際
に
操
作
し
、

機
能
、
使
用
方
法
等
を
体
験
し
ま
し
た
。

議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

　

富
士
川
町
議
会
で
は
、「
議
会
基
本
条
例

は
、
議
会
の
運
営
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
、

議
会
が
自
ら
定
め
る
条
例
で
あ
り
、
議
会

と
議
員
は
議
決
責
任
と
説
明
責
任
を
自
覚

し
、
透
明
性
と
公
共
性
を
確
保
し
な
が
ら

町
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
、
そ
の
役
割
と

責
任
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
多
様
化
す
る
町
民
意
識
と
行
政
需

要
に
応
え
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
監

視
機
能
、
調
査
機
能
、
立
案
機
能
な
ど
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。」
と
考
え
、

全
議
員
に
よ
る
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で

協
議
を
重
ね
、
平
成
30
年
４
月
１
日
「
議

会
基
本
条
例
」
を
施
行
し
て
い
ま
す
。
こ

の
条
例
は
、
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
、
議
会

及
び
議
員
と
町
民
と
の
関
係
、
議
会
及
び

議
員
活
動
、
議
会
と
執
行
機
関
と
の
関
係

を
よ
り
詳
細
・
明
確
に
規
定
し
、
議
員
・

議
会
の
質
の
向
上
と
町
民
に
「
信
頼
さ
れ

る
議
会
」「
開
か
れ
た
議
会
」
の
実
現
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

所
管
事
務
調
査
を
終
え
て

　

川
島
町
議
会
に
お
い
て
も
、
町
民
の
信

託
に
こ
た
え
、
開
か
れ
た
存
在
感
の
あ
る

議
会
を
築
く
た
め
、
今
後
こ
の
研
修
を
参

考
と
し
て
、
町
民
の
意
見
を
十
分
に
取
り

入
れ
た
議
会
運
営
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会
所
管
事
務
調
査
　

　

令
和
６
年
第
１
回
比
企
広
域
市
町
村
圏

組
合
議
会
定
例
会
は
、
２
月
８
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
消

防
関
係
を
除
き
、
全
８
議
案
で
す
。

議
案
第
１
号　

比
企
広
域
公
平
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
嵐
山
町
の
中
嶋

秀
雄
氏
を
選
任
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
２
号　

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合

一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
比

企
広
域
市
町
村
圏
組
合
一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
人

事
院
勧
告
及
び
埼
玉
県
人
事
委
員
会
勧
告

に
鑑
み
、
一
般
職
職
員
の
給
料
、
期
末
手

当
及
び
勤
勉
手
当
の
改
正
で
、
12
月
期
の

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
１
・
２
月
か
ら

１
・
25
月
に
、
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を

１
・
０
月
か
ら
１
・
05
月
に
改
定
す
る
も

の
で
、
令
和
６
年
度
以
降
の
６
月
期
及
び

12
月
期
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
１
・

25
月
に
、
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を
１
・

０
２
５
月
に
改
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
５
号　

令
和
５
年
度
比
企
広
域
市

町
村
圏
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
は
、
予
算
の
総
額
に
変
更
は
な
く
、

歳
出
の
内
訳
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
７
号　

令
和
５
年
度
比
企
広
域
市

町
村
圏
組
合
介
護
認
定
及
び
障
害
支
援
区

分
審
査
会
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

は
、
予
算
の
総
額
に
変
更
は
な
く
、
歳
出

の
内
訳
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
８
号　

令
和
６
年
度
比
企
広
域
市

町
村
圏
組
合
一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
７
，
２
５
０
万
円
に
す
る
も

の
で
す
。

議
案
第
10
号　

令
和
６
年
度
比
企
広
域
市

町
村
圏
組
合
斎
場
及
び
霊
き
ゅ
う
自
動
車

事
業
特
別
会
計
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２
億
１
，
０
０
０
万
円
に
す
る
も
の

で
す
。

議
案
第
11
号　

令
和
６
年
度
比
企
広
域
市

町
村
圏
組
合
介
護
認
定
及
び
障
害
支
援
区

分
審
査
会
特
別
会
計
予
算
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
７
，
０
０
０
万
円
に
す
る
も
の

で
す
。

議
案
第
12
号　

令
和
６
年
度
比
企
広
域
市

町
村
圏
組
合
公
平
委
員
会
特
別
会
計
予
算

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
80
万
円
に
す
る

も
の
で
す
。

　

採
決
の
結
果
、
全
議
案
と
も
全
員
賛
成

を
も
っ
て
、
原
案
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
藤
）

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
　

令
和
５
年
11
月
16
日　

山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町富士川町議会の視察

道
祖
土　

証

加
藤　

進

　

昭
和
48
年
に
設
立
し
た
一
部
事
務
組
合

で
、
東
松
山
市
と
７
つ
の
町
村
で
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。
組
合
で
は
、
消
防
・
救
急

業
務
や
斎
場
の
運
営
、
介
護
認
定
や
障
害

支
援
区
分
の
審
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

川
島
町
か
ら
は
、
副
管
理
者
１
人
（
町
長
）

と
組
合
議
会
議
員
２
人
（
道
祖
土
、
加
藤
）

を
選
出
し
て
い
ま
す
。

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
と
は
？



17 かわじま議会だより／№ 145 ／令和 6 年５月１日

請願書の提出

　

町
民
の
皆
様
が
、
町
政
に
関
す
る
こ
と
で
町
議
会
に
対
し
、
意
見
や
要
望
を
提
出

す
る
制
度
と
し
て
請
願
が
あ
り
ま
す
。
町
議
会
に
請
願
す
る
方
は
、
次
の
要
領
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
請
願
に
は
紹
介
議
員
が
必
要
で
す
。
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、

直
近
で
開
催
す
る
議
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

川島町議会に
　　タブレット端末を
　　　　　　　導入します

主な利用目的

①議会活動で利用

②議案を配付 ・閲覧

③緊急時に利用

　　　……　本会議や委員会の際に資料の閲覧等を行います。

　　　　　…　これまでは議案等を紙で配付しましたがデータで配付します。

　………　災害発生時に災害情報の共有などを行います。

⇒

⇒

⇒

議事の効率化

ペーパーレス化

情報共有の迅速化

写真はイメージです

６月

端末導入

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

９月議会
試験運用

試験運用
の検証

12月議会
試験運用

試験運用
の検証

３月議会
本格運用

4月
令和７年

研修期間

今後の予定

※現時点の予定です。今後変更となる場合があります。

【記入方法】

1. 件名および請願の趣旨を記載してください。

2. 提出年月日、住所、氏名（法人および団体の場合は、その事務所の所在地、名称および代表者名）　

　を記載し、署名または記名押印してください。

3. 署名する方が複数ある場合は、別添で住所、氏名（押印）を署名したものを添付してください。

4. 請願するには、紹介議員が必要です。紹介議員には必ず署名または記名押印してもらってく　　

　ださい。

5. 道路、河川など場所に関するものは、よくお調べのうえ、正式な名称を用いてください。

6. 国・県等への意見書の提出を求めるものなどについては、意見書案を添付してくだい。
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委

員

長

副
委
員
長

委

員

　
〃
　
　

　
〃

　
〃
　

相

談

役

柴
　
田
　
一
　
典

渋
　
谷
　
幸
　
司

粕
　
谷
　
克
　
己

坂
　
本
　
順
　
子

山
　
﨑
　
宣
　
佳

井
　
上
　
智
　
恵

道
祖
土
　
　
　
証

議

会

報

編

集

委

員

会

　
「
大
地
震
で
す　

大
地
震
で
す
！
」

　

地
震
は
突
然
に
起
こ
り
ま
す
。

　

お
正
月
に
発
生
し
た
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
で
は
、
２
４
０
人
以
上

が
お
亡
く
な
り
に
な
り
、
未
だ
に
約

１
万
人
が
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
地
震
で
は

数
多
く
の
建
物
が
倒
壊
し
、
そ
の
下

敷
き
と
な
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
地
震
は
突
然
に
起
こ
り
ま
す

の
で
、
建
築
年
数
の
古
い
家
屋
に
お

住
ま
い
の
方
は
、
住
宅
の
耐
震
診
断

を
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
石
川
県
珠す

ず洲
市
下し
も
で出
地
区

で
は
津
波
被
害
に
備
え
て
「
い
ざ
と

い
う
と
き
は
集
会
所
」
を
合
言
葉
に

毎
年
避
難
訓
練
に
取
り
組
ん
だ
た
め
、

地
震
で
発
生
し
た
津
波
の
被
害
か
ら

地
区
全
員
の
生
命
を
守
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
身
の

回
り
の
安
全
や
避
難
場
所
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
（
渋
谷
）

編

集

後

記

表

紙

解

説

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、
と
ね

が
わ
幼
稚
園
が
認
定
こ
ど
も
園
に
な

り
ま
し
た
。
認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼

稚
園
と
保
育
園
の
機
能
を
持
つ
施
設

で
、
生
後
８
か
月
か
ら
入
園
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

０
・
１
・
２
歳
児
用
の
新
し
い
園
舎

や
調
理
室
も
完
備
し
、
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
過
ご
す
施
設
が
充
実
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
が
、

い
つ
も
笑
顔
で
成
長
し
て
い
く
こ
と

を
願
い
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
子
育

て
支
援
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

各
自
治
体
も
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア

を
出
し
、
子
育
て
支
援
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
国
の
「
異
次

元
の
少
子
化
対
策
」
の
意
気
込
み
が

十
分
に
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
残
念

に
思
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
・
文
／
柴
田
）

６月の定例会予定
議案審議 一般質問

６月定例会は 6/6 ～ 13 の予定です。

6

6 木

6

11火 13 木～

議 会 日 誌

1月

二
は た ち

十歳の成人式

議会報編集委員会

川島町賀詞交歓会

比企郡町村議会議長会議員研修

７日

１１日

１６日

２５日　

議会運営委員会協議会

ごみ処理施設整備特別委員会

議会運営委員会

議会全員協議会

３月定例会

議会報編集委員会

７日

　　９日

２１日

２８日～３月１３日

２９日

議会全員協議会　１３日

「かわじま議会だより」に対する感想や、ご意見・ご要望
がありましたら議会事務局までご連絡ください。 ＴＥＬ：２９９- １７５９ （直通）

　

令
和
５
年
川
越
地
区
消
防
組
合
議
会
第
４
回
臨
時
会
が
12
月
27
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
議
案
第
17
号
、
議
案
第
18
号
、
議
案
第
19
号
、
議
案
第
20
号
及
び
議
案
第
21

号
の
５
議
案
す
。

議
案
第
17
号　

川
越
地
区
消
防
組
合
消
防
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
川
越
地
区
消
防
組
合
会
計

年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

消
防
職
員
の
給
与
の
改
定
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
に
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
た
め
に
条
例
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
18
号　

川
越
地
区
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署
新
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　

川
越
北
消
防
署
新
築
工
事
の
請
負
契
約
を
行
う
も
の
で
す
。
契
約
額
は
、
28
億
８
，
１
１
６
万
４
千

円
、
契
約
先
は
、
前
田
・
岩
堀
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
、
工
期
は
令
和
７
年
12
月
15
日
ま
で
と
す

る
も
の
で
す
。

議
案
第
19
号　

川
越
地
区
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署
新
築
電
気
設
備
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　

川
越
北
消
防
署
新
築
電
気
設
備
工
事
の
請
負
契
約
を
行
う
も
の
で
す
。
契
約
額
は
、
６
億
６
，

３
３
６
万
６
千
円
、
契
約
先
は
、
お
ぎ
で
ん
・
明
電
社
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
、
工
期
は
令
和
７

年
12
月
15
日
ま
で
と
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
20
号　

川
越
地
区
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署
新
築
空
調
設
備
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　

川
越
北
消
防
署
新
築
空
調
設
備
工
事
の
請
負
契
約
を
行
う
も
の
で
す
。
契
約
額
は
、
４
億
６
，

８
３
５
万
３
，
６
０
０
円
、
契
約
先
は
、
埼
玉
設
備
・
ユ
ー
コ
ー
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
、
工
期

は
令
和
７
年
12
月
15
日
ま
で
と
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
21
号　

令
和
５
年
度
川
越
地
区
消
防
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
５
，
８
１
７
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
59
億
９
，
３
０
４
万
４
千
円

と
す
る
も
の
で
、
増
額
の
主
な
も
の
は
、
職
員
の
給
与
改
定
が
主
な
も
の
で
す
。
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
議
案
と
も
全
員
賛
成
を
も
っ
て
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 （
爲
水
）

川
越
地
区
消
防
組
合
議
会　

（予定） （予定） （予定）

～

6

13木

（予定）

２月

３月
爲
水　

順
二

小
峯　

松
治

矢
内　

秀
憲


